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in 幕別
　

17
日
の
午
後
、
札
内
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
前
で
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
コ
メ
ン
ト
の
撮
影
か
ら
収
録

が
ス
タ
ー
ト
。
今
回
の
ロ
ケ
は

サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
に
加
え

て
俳
優
の
哀
川
翔
さ
ん
、
お
笑

い
コ
ン
ビ
の
テ
ィ
モ
ン
デ
ィ
を

ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
５
人
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

を
保
つ
た
め
に
収
録
の
事
前
告

知
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、

た
ま
た
ま
現
場
に
立
ち
寄
っ

て
、
撮
影
の
様
子
を
発
見
し
た

小
中
学
生
は
驚
き
の
声
と
と
も

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
あ
わ
て

て
構
え
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
向
か
っ
た
江
陵
高
校
で

も
生
徒
た
ち
に
番
組
の
撮
影
が

行
わ
れ
る
こ
と
は
伏
せ
ら
れ
、

タ
レ
ン
ト
の
登

場
を
告
げ
ら
れ
る

と
、
絶
叫
と
と
も

に
飛
び
跳
ね
る
生
徒

の
姿
も
。
今
年
度
で

閉
校
と
な
る
同
校
の

「
最
後
の
卒
業
生
に
思

い
出
づ
く
り
を
」
と
の

番
組
の
企
画
に
協
力
い
た

だ
い
た
先
生
た
ち
も
、
生

徒
の
反
応
が
予
想
以
上
だ
っ

た
の
か
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

江
陵
高
校
を
後
に
し
た
撮
影

隊
は
、「
十
勝
大
福
本
舗
」
と

「
十
勝
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
フ
ー
ニ
」
の
取
材
の
た
め
に

２
組
に
分
か
れ
て
行
動
。
そ
の

後
、
札
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
合
流
し
て
、
翌
日
の
パ
ー
ク

　

10
月
17
日
18
日
の
両
日
、
Ｓ
Ｔ
Ｖ
（
札
幌
テ

レ
ビ
放
送
）
の
人
気
番
組
で
お
笑
い
コ
ン
ビ
の

サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
が
司
会
を
務
め
る
「
熱

烈
！
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
！
」
の
収
録
が
幕
別
町
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
決
勝
ラ
ウ
ン
ド

で
は
、
通
常
の
プ
レ
ー
の
ほ
か

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
を
凝
ら

し
た
「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
コ
ー
ス
」

が
数
ホ
ー
ル
設
定
さ
れ
、
慣
れ

な
い
道
具
な
ど
に
四
苦
八
苦
す

る
姿
も
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、
町
内
の

商
店
を
訪
問
し
て
会
話
を
楽
し

み
つ
つ
撮
影
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　

２
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

た
番
組
ロ
ケ
は
、
両
日
と
も
晴

天
に
恵
ま
れ
、
事
故
も
な
く
無

事
に
終
了
し
ま
し
た
。
今
回
の

ロ
ケ
の
模
様
は
11
月
14
日
か
ら

３
週
に
わ
た
り
放
送
さ
れ
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な

お
、
江
陵
高
校
と
フ
ー
ニ
の
取

材
の
模
様
は
令
和
３
年
１
月
に

放
送
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
大
会
の
参
加
者
と
の
交

流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

翌
18
日
は
「
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド

杯
ｉ
ｎ
幕
別
」
と
冠
し
た
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
。
タ
レ

ン
ト
の
５
人
に
町
民
代
表
19
人

を
加
え
た
24
人
が
参
加
。
午
前

に
行
わ
れ
た
予
選
で
は
、
タ
レ

ン
ト
の
５
人
が
各
組
に
分
か
れ

て
プ
レ
ー
し
、
参
加
者
と
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

in 幕別

放送決定

11月 14日（土）
21日（土）
28日（土）

23：30～

（ＳＴＶ:5ｃｈ）
※江陵高校とフーニの模様は
　令和３年１月放送予定

①オープニング撮影からロケ開始

②タレントを囲んで笑顔の江陵高生

③多くのカメラで撮影

④プレーを見守るサンドウィッチマン

⑤町内の商店を訪問

①

② ③

④ ⑤
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令
和
元
年
度
決
算
報
告

幕
別
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
令
和
元
年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
、９
月
に
開
か
れ
た
町
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
か
ら
歳
出
を
引
い
た
収
支
は
、３
億
１
，３
８
２
万
円
の
黒
字
と
な
り
、前
年
度
比
較
で
は
、歳
入
で

４
，１
０
８
万
円
の
増（
０・３
％
増
）、歳
出
で
1
億
１
，１
１
２
万
円
の
増（
０・７
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

　
過
去
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。　

政
策
推
進
課（
☎

５
４
‐
６
６
１
０
）

歳　入（一般会計）歳　出（一般会計）

◆会計別の決算状況
歳　入（Ａ） 歳　出（Ｂ） 差　引（Ａ－Ｂ）

一 般 会 計 154億1,623万円 151億241万円 3億1,382万円

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 30億2,827万円 29億6,090万円 6,737万円
後 期 高 齢 者 医 療 4億50万円 3億9,999万円 51万円
介 護 保 険 26億5,096万円 25億6,014万円 9,082万円
簡 易 水 道 4億3,646万円 4億 2,573万円 1,073万円
公 共 下 水 道 9億9,731万円 9億8,673万円 1,058万円
個 別 排 水 処 理 2億40万円 1億9,639万円 401万円
農 業 集 落 排 水 7,927万円 7,714万円 213万円
合 計 232億940万円 227億943万円 4億9,997万円

　一般会計の歳入（A）と歳出（B)の差引（A-B）３億1,382万円のうち、１億8,082万円を令和２年度に繰り
越し、１億300万円を財政調整基金に、3,000万円を減債基金に積立（貯金）しました。

※資金不足比率の対象：簡易水道事業、公共下水道事業、個別排水処理事業、農業集落排水事業、水道事業

151億241万円
（前年度比：１億1,112万円増、0.7％増）

154億1,623万円
（前年度比：4,108万円増、0.3％増）

◆地方債
　道路や公園、学校など長期間にわたって使用す
る公共施設の整備には多額の費用が必要です。そ
のため、整備費用の一部を地方債（借金）で賄い、
単年の負担を小さくし、何年にもわたって返済す
ることで、施設を利用する全ての世代に整備費用
を公平に負担してもらうことができます。

平成30年度 令和元年度
借 入 額 11億4,580万円 11億4,059万円

返 済 額 17億2,857万円 16億6,395万円

地方債残高 182億7,137万円 177億4,801万円

◆基金
　大幅に税収が減少した場合や災害など予定
外の支出に備える「財政調整基金」や、地方債
の返済に備える「減債基金」、特定の目的を達
成するために使用する「特定目的基金」があり
ます。

平成30年度 令和元年度
財政調整基金 13億8,600万円 14億400万円

減 債 基 金 1億7,800万円 1億1,100万円

特定目的基金 13億8,705万円 13億6,991万円

基 金 残 高 29億5,105万円 28億8,491万円
※それぞれの基金は、各年度末（３月末）現在の残高

◆令和元年度に行った主要な事業
１ 協働と交流で住まいる
マイホーム応援事業 6,635万円
結婚新生活支援事業 210万円
２ 特色ある産業で住まいる
畑作構造転換事業 １億5,189万円
忠類地域明渠小堤防造成事業 341万円
商工会事業者ガイドブック発行事業 127万円
３ 人がいきいき住まいる
公衆無線ＬＡＮ環境整備事業 715万円
障がい者就労・発達支援コーディネーターの配置 　334万円
子ども医療費助成事業 １億528万円
認可外保育所保育料助成事業 45万円
４ 豊かな学びと文化、スポーツで住まいる
札内中学校屋内運動場改修事業 3,744万円
ナウマン象化石骨発見50周年記念事業 311万円
オリンピアンふれあいイベント 100万円
農業者トレーニングセンター改修事業　   １億7,354万円
５ 自然との調和で快適な住まいる
コミュニティバス運行費補助金 983万円
公営住宅建設事業  ２億3,896万円

◆健全化判断比率と資金不足比率
　令和元年度決算をもとに「地方公共団体の財政の健全化に関する法
律」の規定による財政の健全化度を算定しました。どの指標も国の基
準を下回り、本町の財政状況は健全であるという結果となりました。

 ・ 実質赤字比率
一般会計を中心とした赤字の割合
 ・ 連結実質赤字比率
一般会計のほか、特別会計も含めた全会計の赤字の割合

 ・ 実質公債費比率
年間の借金返済額の割合
 ・ 将来負担比率
将来に負担が見込まれる負債（借金）の割合

 ・ 資金不足比率
公営企業ごとの資金不足額の割合
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13%

H29年度 H29年度 H30年度 R1年度H30年度 R1年度

10.4%

9.2%
99.0%

92.2%

106.5%11.8%

農林業費は、畑作構
造転換事業の増など
により、1億4,143万
円増加しました。

　歳入全体のうち、町自身で確保できる町税などの自主財源は50億
9,849万円（歳入の33.1％）で、地方交付税や国庫（道）支出金などの依
存財源は103億1,774万円（歳入の66.9％）となっています。

町税
29億2,914万円19.0％

14.1％

5.5％

自主
財源
33.1%

依存
財源
66.9%

7.6％

8.9％
7.4％

その他自主財源
21億6,935万円

地方譲与税等
８億5,879万円

道支出金
13億7,038万円

国庫支出金
11億7,063万円

地方債
11億4,058万円

◆実質公債費比率の推移 ◆将来負担比率の推移

その他
７億3,308万円職員費

17億7,472万円

22.9％

11.7％

11.8％

10.3％

11.9％ ５・6
％

4・9
％

6・
7
％

総務費　10億1,914万円
庁舎や近隣センターなどの公共施設の維持管理、選挙、統
計などにかかったお金

民生費　34億6,324万円
高齢者や障がい者などの医療・福祉、子育て支援などに
かかったお金

衛生費 　９億282万円
健康診断や予防接種などの保健衛生、ごみ処理などの
環境衛生にかかったお金

農林業費　12億3,181万円
農林業・畜産業の振興や土地改良事業
などにかかったお金

商工費　８億4,440万円
商工業や観光振興などにかかったお金

土木費　17億9,951万円
道路の除雪や公園などを
整備するお金

教育費　15億5,457万円
学校教育や社会教育施設、図書館の
運営などにかかったお金

公債費　17億7,912万円
公共施設を造るときなどに借りた
お金（地方債）の返済金

用語の説明

健全化判断比率
実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

財政健全 財政悪化

本町の
算定結果

早期健全化基準
（黄色信号）

経営健全化基準（黄色信号）

財政再生基準
（赤信号）

赤字なし

赤字なし

9.2％

0％

92.2％ 350.0％

20.0％

20.0％

30.0％

35.0％

資金不足なし

財
政
悪
化
・
経
営
悪
化

13.42％

18.42％

25.0％

37.5％
地方交付税

57億7,736万円

6.0％

8.2％

町民税
5万5,782円

固定資産税
4万4,733円

軽自動車税
2,995円

町たばこ税
6,576円

入湯税
427円

町民１人当たりが負担したお金 
（町税※法人にかかる税金も含む） 11万513円 ※令和２年３月末の人口

（26,505人）で計算
総務費

3万8,451円
民生費

13万664円
衛生費

3万4,062円
農林業費

4万6,475円
商工費

3万1,858円

※令和２年３月末の人口（26,505人）で
計算

56万9,795円

町民１人当たりに
　　　　　使われたお金

土木費
6万7,893円

教育費
5万8,652円

公債費
6万7,124円

職員費・その他
9万4,616円

教育費は、農業者トレーニングセンター改修事
業の増などにより、8,707万円増加しました。
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町職員の人事行政・給与などを公表します
　人事行政における公平性と透明性を高めるため、「幕別町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づ
き、町職員の給与や職員数、勤務条件などを公表します。
※詳細は、役場１階ロビー、札内支所、忠類総合支所で閲覧することができます。また、町ホームページ「町政情報」
にも掲載しています。

総務課総務係（☎ 54-6608）

平均給料額、平均年齢など（一般行政職）

特別職の給料等の状況

勤務時間の状況

一週間の勤務時間 38時間45分

一日の勤務時間 ７時間45分

勤
務
時
間
の
割
振

始業時刻 午前８時45分

終業時刻 午後５時30分

休憩時間 正午～午後１時

週休日 土・日曜

96

95

97

98

99

100

96

95

97

98

99

100
幕別町 十勝管内平均

９
７
・
９
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９
７
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８
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９
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５
％
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２
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７
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０
％

９
６
・
９
％

９
６
・
９
％

R1H28 H29 H30 R1H28 H29 H30

ラスパイレス指数（一般行政職）

　ラスパイレス指数とは、国家公務員
の給料水準を100とした場合の地方公
務員の割合を示したものです。十勝管
内市町村平均とは、十勝管内19市町村
のラスパイレス指数を単純平均したも
のです。
　幕別町は、平成31年４月現在で97.0
となっています。

人件費の状況（令和元年度決算）

職員給与費の状況（令和元年度決算）

分限処分と懲戒処分の状況

　分限処分とは、勤務実績が良くない場合や心身の故
障などの理由で、職務が十分に果たせないなどの場合
に、公務能率の維持を目的に職員に対して行う処分で
す。また、懲戒処分とは、職員の義務違反に対する道義
的責任を問い、秩序維持を図ることを目的として行う
制裁的処分です。令和元年度は、分限処分４件、懲戒処
分（戒告）２件となっています。

職員の研修の状況（令和元年度）

休暇・休業の状況

　職員の休暇には、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇
(育児、忌引、夏季休暇など)、介護休暇などがあります。
年次有給休暇は年間20日間付与され、その年に使用
しなかった日数がある場合は、20日を超えない範囲
で翌年に繰り越すことができます。令和元年の職員１
人当たりの平均取得日数は、10.5日でした。また、育児
休業取得者は３人となっています

公平委員会の状況

　公平委員会とは、職員の利益の保護と公正な人事権
の行使を保障するため、職員からの措置要求等を審査
する独立した機関です。
　職員は、この公平委員会に対し、勤務条件に関する
措置の要求や不利益処分に対する不服申立などをす
ることができますが、令和元年度については、該当が
ありませんでした。

人事評価の状況

　職員一人ひとりの勤務実績や能力について公正か
つ的確に評価し、その結果に基づく人事管理を行うこ
とで、公務の能率的かつ適正な運営を確保して組織の
活性化につなげることを目的に実施しています。
　組織全体の更なる能力向上を目指します。

退職管理の状況

　町職員を退職し、営利企業などに再就職した元職員
による、離職前の職務に関する現職職員への働きかけ
は禁止されています。令和元年度については、該当が
ありませんでした。

部 門 令和元年度 令和２年度 前年度比較
一般行政部門

議 会 4人 4人 0人
総 務 67人 64人 △3人
税 務 13人 13人 0人
民 生 43人 47人 4人
衛 生 17人 17人 0人
労 働  1人 0人 △1人
農 林 水 産 23人 24人 1人
商 工  5人 5人 0人
土 木 21人 20人 △1人

特別行政部門
教 育 26人 29人 3人

公営企業等会計部門
水 道 5人 5人 0人
下 水 道 4人 5人 1人
そ の 他 13人 14人 1人
合 計 242人 247人 5人

※各年４月１日現在
※臨時職員と非常勤職員は除いています。
※令和２年４月１日から、地方公務員法第22条の２第１項

第２号の規定によるフルタイム会計年度任用職員として
82人を任用しました。

　職員の給料は、職務の内容と責任に応じた級と号給
から成り立つ給料表に定められています。 

区分 平成30年度 令和元年度

平均給料月額 29万9,789円 29万7,680円

平均年齢 41.3歳 41.2歳

初任給 大卒 18万700円 18万2,200円
高卒 14万8,600円 15万600円

※各年４月１日現在

区分 令和元年度 令和２年度

給料

町長 83万円 83万円

副町長 68万4,000円 68万4,000円

教育長 60万8,000円 60万8,000円

報酬

議長 32万3,000円 32万3,000円

副議長 25万8,000円 25万8,000円

常任委員長 23万1,000円 23万1,000円

議員 21万2,000円 21万2,000円

※各年４月１日現在

区分 普通会計 企業会計

職員数（Ａ）
企業会計は一部職員を除く

220人 3人

給
与
費

給料 7億9,943万3,000円 1,273万7,000円

職員手当 1億6,751万円 618万2,000円

期末・
勤勉手当 3億2,398万2,000円 520万7,000円

計（Ｂ） 12億9,092万5,000円 2,412万6,000円

一人当たりの
給与費（Ｂ/Ａ） 586万8,000円 804万2,000円

※職員手当には退職手当を含んでいません。

区分 普通会計 企業会計

歳出額（Ａ） 150億6,347万2,000円 5億1,656万4,000円

人件費（Ｂ） 18億2,048万6,000円 2,412万6,000円

人件費率
（Ｂ/Ａ） 12.1％ 4.7％

（参考）
H30人件費率 12.4％ 4.2％

※人件費は、職員の給料および共済費の総額のほか、町議会議員や
審議会などの委員に支払う報酬を含んでいます。

　職員研修は、町行政を担う職員一人ひとりが、住民と
の協働の町づくりを考え、効率的かつ効果的な行政運
営に努めるため、職員の資質の向上を図ることを目的
に実施しています。

区分 内容 延べ参加人数

職場研修
業務上必要な専門知識
等の習得を目的に実施
する研修

604 人

特別研修
国等への派遣研修、各種
研修機関等が実施する
研修

108 人

自主研修 職員の自主的なプログラ
ム等に基づき行う研修 0 人


